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外 科 領 域 に お け るCefaclorの 検 討

山 田 好 則 ・石 引 久 弥 ・相 川 直 樹

慶応義塾大学医学部外科学 教室

新し く開発 された経 口用cephalosporin剤 であるCefaclorを 外科的感染症 の29例 および開腹術

後感染予防の2例 に投与 した。

投与量は1日750mgま たは1.5g(分3)で,外 科的感染症における本剤の有効率 は75.9%で

あった。最大投与量は19.5g,最 高投与 日数は13日 であ り,1例 に副作用 として一過性のGOT,

GPT上 昇 を認めたのみであ った。

新しい経口用cephalosporinで あるCefaclor(CCL)は,3

位にCl原子を直接結合させることにより,従来の経口用ceph-

alospo血剤のCEX等 と比較してin vitroで 優れた殺菌力

を有し,グラム陰性菌,特 にH.inflmnme. P.mirabilisに

も強い抗菌力をもつ点が特徴と報告されている1-3)。

われわれは今回,一 般消化器外科領域の軽～中等症の感染症

に対し本薬剤を投与し,そ の臨床効果,副 作用等について検討

を行ったので,そ の知見を報告する。

I. 対象症例および検討法

1977年12月 か ら1978年7月 までに入院 あるいは

外来で加療を行なった31例 を対象 とした。入院患者9

例,外 来患者22例 であり,年 令 は8才 か ら90才 に

わたり,男19例,女12例 であった。

症例は,軽 ～中等症の外科 的感染症および,感 染予防

例である。内訳は,〓 疽5例,〓2例,創 感染6例,

感染性粉瘤4例,膿 瘍6例,リ ンパ節炎3例,急 性

化膿性乳腺炎2例,熱 傷 創感染1例,感 染予 防2例

であった。

CCL投 与は1日 量750mgな いし1.5gで,1日

3回 の経口投与 とした。投与期間は2～13日 間で,総

投与量は1.5g～19.5gで あった。

併用薬剤はAMKと 併用 した下肢の〓疽 の1例 のみ

で,他 にはABPC等 が本剤投与前に使用 された例 が数

例あった。

臨床効果の判定基準は,CCL投 与開始後3日 以内

に,感染症に対す る自他覚的所見 の改善のあったものを

有効(Good),4日 以上を費 して改善をみたものをやや

有効(Fair),自 他覚所見が 不変 または 増悪 した ものを

無効(Poor)と した。術後感染予 防効果の判定 は,術 後

14日 目までに 感染症の 発現 を みなかったものを 有効

(Good),他 を無効(Poor)と した。

細菌学的には,膿,滲 出液等の菌検索 と,CERそ の他

の抗生剤に対する感受性を一濃度disc法 で測定 した
。

副作用の検討 は,自 他覚 的所見の他に,入 院患者を中

心にCCL投 与前後に末梢血に より血液,肝 機能,腎 機

能の変動を観察 した。

II. 成 績

31例 の概要をTable 1に 示 した0薬 剤感受性 はCER

を中心 に,ま た外科 的処置の行なわれた ものは備考 とし

て記載 した。

感染症別の効果をみると(Table 2),〓 疽,〓,感

染性粉 瘤,急 性化膿性乳腺炎な どの皮膚,軟 部組織の感

染症 に対 しては全例CCL投 与が有効で あった。術 後の

創感染 に対 しては6例 中2例 が無効であ ったが,こ れ

はCCLに 対す る非感受性菌(P.aeruginosa)に よる感染

症である事 によると 考え られ る。膿瘍は6例 中4例,

リンパ節炎は3例 中1例 が有効 と判定出来た。術後感

染予防の2例 は,い ずれも有効であった。以上を総合す

ると,感 染症例に対 しては有効22例,や や有効4例,

無効3例 で,有 効率75.9%で あった。 また,術 後感染

予防の2例 を含めると77.4%の 有効率 となった。

起炎菌検索の可能 であったのは23例 で(Table3),

グ ラム陽性球菌は単独感染12例,混 合感染2例 に分

類され,い ずれ もCER感 受性株であ り,14例 中12例

有効,2例 がやや有効で,無 効例 はなか った。一方,グ

ラム陰性桿菌感染症 は,単 独感染3例,混 合感染2例,

グ ラム陰性桿菌 とグ ラム陽性球菌の混合感染2例,グ

ラム陰性桿 菌,グ ラム陽性球 菌,嫌 気性 菌の混合感染,

グ ラム陰性桿 菌と嫌気性菌の混合感染各1例 で あった。

以上グ ラム陰性桿菌の関与す る感染9例 の うち,CER

感 受性(一)のP.aeraginosuに よる4例 の感染症で

は,無 効2例,有 効,や や有効各1例 と成績 は良好で

はなか った。

副作用について 見る と,ア レルギー症状,胃 腸障害

等,自 他覚 的に副作用 と思 われる所見は全 く認 あ られな

か った。末梢血の検索 は6例 について 投 与前後の測定
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Table 2 Effect of cefaclor on surgical infections

Table 3 Effect of cefaclor on surgical infections

Fig. 1 Hematolgical changes before and after cefaclor administration

が可能であったが,血 液所見には本剤投与によると考え

られる異常所見は認め られなかった(Fig.1)。 一方,

肝機能ではGOT, GPTが 投与後上昇 したものが1例

(症例12)あ った(Fig.2)。 本症例 は胃癌に対 する胃亜

全摘根治術後2週 目の手術創感染 に,CCLを1日 量

1.5gで1週 間投与 したもので ,臨床効果は有効,自 他覚

的にも副作用を認めなか ったが,投 与終了直前のtran-

saminase値 が上昇 した症例である
。 投与終了後10日

目のtransaminase値 は正常化して おり,本 剤投与 に

よる一時的な影響と考え られ るが,手 術 に伴 う麻 酔,輸

血等 も原因 として否定出来ない。

BUN,ク レアチニン値で見 た腎機能は,1例(症 例

3) を除 き正 常範囲内の変動を示 した(Fig.3)。 症例3

はRheumatoid arthritisで 内科外来通院中,左 第一趾

の〓疽を起 した もので,本 剤750mgを4日 間投与 し

たところ,BUNが39.1mg/dlと 上昇 した。副 腎皮質

ステロイ ド投与中でもあり,ま た,ク レアチニ ン値 は上

昇 して いない事か ら,本 剤投与による腎機能障害 とは考

え られない。



480 CHEMOT HERAPY DEC. 1979

Fig. 2 Fluctuation of serum transaminases and alkaline pho-

sphatase before and after cefaclor administration

Fig. 3 Fluctuation of BUN and serum creatinine

before and after cefaclor administration

III. 考 案

Cefaclorは 従来のcephalosporin系 薬剤 と異な り,

3位 にC1原 子を 直接結合させ た 新 しい 経 口用cepha-

losporin剤 で,CEX等 と比較 してin vitro, in vivo

での抗 菌力の増強が報告 されている1御3)。

今 回我 々の行なった臨床試験の結果 は,29例 の 軽～

中等症 の外科的感染症に対 し,75.9%の 有効率を 示 し

た。起炎菌別 にみ ると,3例 の無効例のうちの2例,

および4例 のやや有効例の うちの1例 は,in vitroで

も感受性のないことが明らかなP.aeruginosaに よる感

染症であ り,こ れ ら3例 を除外すれば有効率は84.6%

と高率にな る。 さらにグ ラム陽性球菌による感染症では

85.7%と 高 い有効率が得 られ,適 応を選ぶことにより

本 剤は 極めて優れた 臨床効果を 挙げるものと考えられ

る。

副作用の面で も,ア レルギ ー,胃 腸障害等を全く認め

なかった他,検 査成績で1例 に 軽度のtransaminase

上昇を認めたにすぎず,投 与法の面からみても1日 量

750mgな い し1.5gの3分 割投与は有効であると考

え られた。
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CLINCAL STUDIES ON CEFACLOR IN SURGICAL FIELD
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Cefalor, a new cephalosporin, was orally administered to 29 cases of surgical infections and 2 cases for

prophylaxis of postoperative infections.
The daily dose was ranged from 750 mg to 1.5 g, and the maximal dose and duration were 19.5 g and

13 days respectively.

The overall effective rate in surgical infections was 75.9%. Transient elevation of seram transaminases

was observed in one patient, but no adverse effects were noticed in the others.


